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                                                             資料２－１ 

 

職場で使用する化学物質の発がん性評価基準骨子（案） 

 

 

職場で使用する化学物質の発がん性のスクリーニングに当たって、関係機関等の発

がん性評価区分、及び既存の発がん性試験の結果等から、下記の１に該当する物質は、

スクリーニングの対象から除外し、労働安全衛生法の特別規則の対象とするか否かの

判断材料として行うリスク評価の対象物質の候補とする。 

また、これらのうち、下記の２に該当する物質については、長期発がん性試験の対

象物質の候補とする。 

 

 

１ リスク評価対象物質の候補とすべきもの 

 

（１）以下に該当する物質については、リスク評価の対象物質の候補とし、発がん性

のスクリーニングの対象から除外する。 

 

① 国際がん研究機関（ＩＡＲＣ）の発がん性評価区分の１～２Ｂに分類されて

いるもの 

（※）ただし、上記に該当するが、ＩＡＲＣの評価の時点が古く、かつ、他

の関係機関等で「ヒトに対しておそらく発がん性のない」旨の評価がな

されている場合は、専門家の判断によることとする。 

 

② ＩＡＲＣの発がん性評価区分で１～２Ｂに分類されていないが、他の関係機

関等の発がん性評価区分、又は既存の発がん性試験の結果等から、専門家の判

断によりＩＡＲＣの評価基準の１～２Ｂに該当すると判断されたもの 

 

③ 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）の一般化学物質等

に関するスクリーニング評価において、発がん性クラスが１又は２と評価され

たもの 

 

④ 既存の発がん性試験の結果等から、短期・中期発がん性試験で陽性の結果が

得られた物質と同等のヒトへの発がん性の可能性があると、専門家により判断

されたもの 

 

（２）上記（１）の①及び②の他の関係機関等の発がん性評価は、以下の①～⑤とす

る。（別紙１参照） 

 

① 日本産業衛生学会の発がん物質の分類 

② 米国産業衛生専門家会議（ＡＣＧＩＨ）の発がん性分類 

③ 米国環境保護庁（ＥＰＡ）のがんリスク評価ガイドラインによる分類 
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④ 米国国家毒性プログラム（ＮＴＰ）の発がん性因子の分類 

⑤ ＥＵのＣＬＰ規則の付属書Ⅵの分類 

 

（３）上記（１）②のＩＡＲＣの評価基準は、ＩＡＲＣのモノグラフの preamble に示

されている評価基準とする。（別紙２参照） 

 

   

２ 長期発がん性試験対象物質の候補とすべきもの 

 

上記１（１）④に該当する物質については、長期発がん性試験対象物質の候補と

すべきである。 

 

 

３ その他 

上記１及び２のほか、ＩＡＲＣの発がん性評価区分の４（おそらくヒト発がん性

がない）に分類されている物質については、発がん性のスクリーニングから除外す

る。 
 


